
（兵庫県）

豊
か
な
自
然
環
境
が
育
ん
だ
暮
ら
し 

今
も
息
づ
く
旧
４
町
の
個
性

　

市
域
北
部
が
鳥
取
県
に
、
西
部
が
岡
山
県
に
接
す

る
兵
庫
県
内
陸
部（
中
西
部
）の
ま
ち
、
市
域
全
体
が

「
し
そ
う
森
林
王
国
」と
も
呼
ば
れ
る
宍
粟
市
は
、
平

成
17（
２
０
０
５
）年
４
月
１
日
、
旧

宍
粟
郡
山
崎
町
・
一
宮
町
・
波
賀
町
・

千
種
町
の
４
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
歩

み
を
開
始
。
令
和
７（
２
０
２
５
）年
４
月
１
日
に
は

市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

市
名
の「
宍
粟
」は
、
奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た

日
本
最
古
の
風
土
記
「
播
磨
国
風
土
記
」
に
あ
る

「
宍し
さ
わ禾

の
郡
」に
由
来
す
る
。
さ
ら
に「
宍
禾
」の「
宍
」

は
肉
を
、「
禾
」は
穀
物
を
意
味
し
て
お
り
、
宍
粟
市

エ
リ
ア
が
古
来
、
狩
猟
や
農
耕
な
ど
の
盛
ん
な
土
地

柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
地
に
古
来
豊
か
な

実
り
を
も
た
ら
し
て
き

た
の
は
、
１
０
０
０
ｍ

級
の
山
々
と
そ
の
谷
あ

い
を
流
れ
、
播
磨
国
の

母
な
る
清
流
と
並
び
称

さ
れ
る
揖
保
川
水
系
お

よ
び
千
種
川
水
系
を
は

じ
め
と
す
る
大
小
の
河

川
と
、
そ
の
伏
流
水
が

市
内
各
所
で
湧
出
す
る

清
ら
か
で
豊
か

な
水
資
源
で
あ

り
、
こ
の
環
境
が
育
ん

だ
の
が
、
現
在
も
市
域
の
約

９
割
を
占
め
る
森
林
資
源
で
あ
る
。

　

宍
粟
市
を
構
成
す
る
旧
４
町
は
、
そ
う
し

た
天
然
資
源
を
共
通
の
地
域
財
産
と
し
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
連
携
し
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
発

展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

　

宍
粟
市
に
お
け
る
土
産
物
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
も
好
評
な
各
種
の
名
産
品
、
例
え

ば
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
宍
粟
牛
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の「
ち
く

さ
の
舞
」お
よ
び「
み
か
た
の
舞
」、
清
流
に
育
ま
れ

市 政 ル ポ 宍
し そ う

粟市

福
ふくもと

元晶
しょうぞう

三
宍粟市長

森
林
に
育
ま
れ
生
か
さ
れ
活
用
す
る
発
酵
の
ふ
る
さ
と
!!

地
域
財
産
の
活
用
と
情
報
発
信
で
図
る
持
続
可
能
な
未
来

宍粟市を代表する渓谷美、ケヤキやカエデの多い新緑の
赤西渓谷（波賀町／©観光協会）

令和7年6月29日に挙行された「市制施行20周年記念式典」の模様

市内最大の紅葉の名所、最上山公園の「もみじ山」。幾重
にも重なる鮮やかな紅葉が訪れる人々を魅了する（山崎
町／©観光協会）
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た
ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
、
滋
味
豊
か
な
大
地
の
恵
み
・

自
然
薯
、
名
水
か
ら
造
ら
れ
る
地
酒
、
名
高
い
手

延
べ
そ
う
め
ん
な
ど
は
、
深
く
て
豊
か
な
古
来
の

自
然
環
境
（
地
域
資
源
）
を
背
景
に
、
そ
こ
で
暮
ら

す
人
々
が
長
い
歳
月
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
努
力

の
結
晶
な
の
だ
。

　

合
併
後
も
か
つ
て
の
町
名
を
地
名
と
す
る
４
町
に

は
、
二
つ
の
幹
線
街
道
が
循
環
道
の
よ
う
に
巡
っ
て

い
る
。
一
つ
は
姫
路
市
を
基
点
に
鳥
取
市
へ
と
向
か

う
因
幡
街
道（
国
道
29
号
）が
山
崎
町
に
達
し
、
さ
ら

に
揖
保
川（
途
中
か
ら
は
支
流
の
引
原
川
）沿
い
に
北

上
す
る
道
筋（
※
因
幡
街
道
は
途
中
か
ら
若
桜
街
道
）

を
た
ど
る
ル
ー
ト
。
も
う
一
つ
は
、
岡
山
市
を
基
点

に
千
種
川
沿
い
に
鳥
取
市
方
面
に
向
か
う
県
道
53
号

（
大
阪
・
神
戸
方
面
か
ら
下
関
市
に
至
る
中
国
自
動

車
道
と
一
部
並
走
）
か
ら
県
道
72
号
・
国
道
４
２
９

号
を
経
由
し
、
北
上
す
る
ル
ー
ト
だ
。
二
つ
の
ル
ー

ト
に
抱
か
れ
る
よ
う
な
形
で
、
山
崎
町
・
一
宮
町
・

波
賀
町
・
千
種
町
は
南
か
ら
北
に
標
高
を
少
し
ず
つ

上
げ
、
森
林
を
深
く
し
な
が
ら
、
順
番
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

４
町
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景
に
発
展
し
て
き

た
と
い
う
意
味
で
は
同
様
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

的
か
つ
独
自
の
歴
史
も
有
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
山
崎
町
は
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
旧

城
下
町
で
、
現
在
も
宍
粟
市
の
中
心
市
街
地
を
形
成

し
て
い
る
。
一
宮
町
の
町
名
は
播
磨
国
一
宮
・
伊い

わ和

神
社
を
由
来
と
し
て
お
り
、
縄
文
遺
跡
な
ど
悠
久
の

歴
史
的
遺
構
が
今
も
息
づ
い
て
い

る
。
平
安
時
代
に
京
都
石い
わ
し
み
ず

清
水

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
の
荘
園
だ
っ
た
来
歴
を

持
つ
波
賀
町
は
、
室
町
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
築
か
れ

た
波
賀
城
跡
な
ど
中
世
を
中
心

と
す
る
歴
史
文
化
財
の
宝
庫
だ
。

千
種
町
は
日
本
刀
の
原
料
と
し

て
名
声
を
得
た
「
千
草
鉄
」
や
、

原
料
鉄
の
加
工
場
で
あ
る
鉄
山

の
遺
跡
を
各
所
に
持
つ
「
た
た
ら

の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、
そ
の
名

を
歴
史
に
刻
ん
で
き
た
。

　

宍
粟
市
に
鉄
道
駅
は
な
い
。
だ

が
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
姫
路
城

下
と
山
崎
城
下
を
結
ぶ
前
述
の
因

幡
街
道
を
通
じ
、
新
幹
線
停
車
駅
で
あ
る
姫
路
駅
か

ら
車
で
45
分
、
バ
ス
便
で
も
60
分
で
直
結
し
て
い

る
。
播
磨
新
宮
駅
（
た
つ
の
市
／
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
）
と

は
、
車
・
バ
ス
共
に
約
20
分
で
結
ば
れ
、
神
戸
市
の

中
心
・
神
戸
三
ノ
宮
駅
と
も
、
国
道
２
号
お
よ
び
中

国
自
動
車
道（
山
崎
Ｉ
Ｃ
）を
経
由
し
、
約
80
分
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

揖
保
川
の
土
手
沿
い
に
建
つ
宍
粟
市
役
所
本
庁
舎

（
山
崎
町
）
の
壁
に
は
「
森
と
共
に
生
き
る
ま
ち
宍
粟

市
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
字
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
宍
粟
市
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
際
に
使
用
す
る
も
う
一
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が「
日
本
酒
発
祥
の
地
」あ
る
い
は「
発
酵
の
ふ
る
さ

と
」だ
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も「
播
磨
国

風
土
記
」に
由
来
す
る
。「
播
磨
国
風
土
記
」に
は
、
同

地
が「
麹（
か
び
）」の
生
え
た
米
で「
庭
酒
」を
造
り
、

神
様
に
献
上
し
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
酒

造
り
に
関
す
る
日
本
最
古
の
文
献
と
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

石垣に支えられた棚田が展開する「山田の棚田」。まさに日本の原風景の一つといえる

創建1500年以上と伝わる播磨国一宮・伊和神社。播磨三大社の一つとして尊崇を
集めている

宍粟市

神戸市
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そ
ん
な
古
代
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
酒
造
り
の
歴
史

は
、
山
崎
町
に
今
も
立
地
す
る
二
つ
の
酒
蔵
に
継
承

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
蔵
を
軸
と
す
る
昔
懐
か

し
い
ま
ち
並
み
の
宝
庫
「
酒
蔵
通

り
」は
、
酒
造
り
と
共
に
育
ま
れ
、

宍
粟
市
を
代
表
す
る
食
文
化
の

源
泉
と
な
っ
た
「
発
酵
文
化
」
の

発
信
地
の
役
割
を
も
果
た
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
地
域
資

源
に
恵
ま
れ
、
多
彩
で
深
い
地
域

文
化
を
有
す
る
宍
粟
市
の
目
下

最
大
の
地
域
課
題
は
、
大
都
市
圏

を
除
い
た
全
国
の
都
市
に
共
通

す
る
あ
ら
が
い
が
た
い
ト
レ
ン

ド「
人
口
減
少
」の
抑
制
だ
。

　

宍
粟
市
が
発
足
し
た
平
成
17
年

４
月
末
の
人
口
４
万
５
７
２
４
人

は
、
本
年
３
月
末
現
在
で
３
万 

２
７
２
１
人
に
減
少
。
そ
の
間
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
が
平
成
25（
２
０
１
３
）年
に
発

表
し
た
「
２
０
６
０
年
の
将
来
人

口
推
計
」で
は
、
１
・
９
万
人
と
予

測
さ
れ
た
。
ま
た
「
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
」
の
規
定

で
、
合
併
時
か
ら
波
賀
町
と
千

種
町
が
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ

て
き
た
が
、
平
成
29（
２
０
１
７
）

年
度
以
降
は
、
宍
粟
市
全
域
が

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
度
初
頭
に
新
た
に
施
行
さ
れ
た「
新
過
疎
法
」に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
市
域
全
体
が
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　

宍
粟
市
で
は
こ
う
し
た
人
口
面
の
現
況
に
鑑

み
、
令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
次
宍
粟
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
／
第
２
次
宍
粟
市
地
域

創
生
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
の
原
点
を
強
く

意
識
し
た「
森
林（
も
り
）か
ら
創（
は
じ
）ま
る
地

域
創
生
」
を
掲
げ
た
。
並
行
し
て
「
宍
粟
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」
を
策
定
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
の
地
域
活
性
化
推
進
を
最
重
要
課
題
と

し
、
２
０
６
０
年
の
目
標
人
口
と
し
て
独
自
設
定

し
た
「
２
・
１
万
人
」
の
達
成
を
目
指
す
べ
く
、
多

彩
な
地
域
活
性
化
施
策
・
事
業
を
精
力
的
に
展
開

し
て
い
る
。

地
元
産
材
の
ぬ
く
も
り
が
も
た
ら
す 

次
世
代
の
地
域
愛
醸
成

　
「『
森
林
か
ら
創
ま
る
地
域
創
生
』
と
は
、
森
林

の
ま
ち
・
宍
粟
市
の
特
徴
を
フ
ル
に
生
か
す
た
め
、

例
え
ば《
木
育
の
視
点
》を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
、
林
業
振
興
や
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

可
能
性
を
追
求
す
る
、
森
林
資
源
を
端
的
に
活
用

す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
森
林（
も
り
）と
共
に
生
き
る
』と
い
う
こ
と
の

意
味
は
、
森
林
を
育
ん
だ
環
境
（
地
域
資
源
・
財

産
）
の
全
て
を
基
盤
と
し
、
持
て
る
力
の
全
て
を

総
合
し
な
が
ら
、
産
官
民
の
オ
ー
ル
体
制
で
持
続

可
能
な
未
来
を
探
っ
て
い
く
と
い
う
決
意
表
明
な

の
で
す
」

　

旧
山
崎
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
昭
和
47（
１
９
７
２
）

年
か
ら
旧
山
崎
町
役
場
に
入
職
。
合
併
後
は
宍
粟

市
企
画
部
次
長
、
教
育
委
員
会
教
育
部
長
、
一
宮

市
民
局
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
約
40
年
間
の
市
役

所
勤
務
を
経
て
、
平
成
25
年
に
就
任
し
た
福
元
晶

三
宍
粟
市
長（
４
期
13
年
目
）は
、
静
か
な
中
に
も
、

秘
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
を
感
じ
さ
せ
る
口
調
で
、

そ
う
語
る
。

　

さ
ら
に
宍
粟
市
に
お
け
る
「
森
林
と
共
に
生
き

地元の生産者が軽トラックで出店する「はが軽トラ市」。地域の旬と魅力が集まる市場と
して地域住民や観光客でにぎわう

宍粟市本庁舎には、四季折々の顔を見せる都市公園と、清流揖保川を臨む
親水公園が隣接。多彩なイベントが開催され、交流が生まれる

日本酒発祥の地・庭田神社内のぬくい川。神代の物語を今に伝える、
酒造りの原点の清流
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（兵庫県）

る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、「
森
林
に
囲
ま
れ
た
環

境
の
中
で
、
古
来
、
互
い
に
手
を
携
え
、
発
展
し

て
き
た
４
町
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
性
化
し
て
い
き

た
い
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ
ま
す
」
と
、
福

元
市
長
は
続
け
る
。

　
「
こ
の
４
町
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
振
興
し
て
い
く

と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
合
併
当
初

か
ら
、
本
庁
舎
を
置
く
山
崎
町
以
外
の
３
町
の
旧

町
役
場
跡
に
、
市
民
局
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
。
地
域

振
興
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
な
ど
の
主
要
部

署
を
集
め
る
な
ど
、
住
民
の
交
流
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
な
ど
旧
町
時
代
の
主
要
公
共

施
設
も
集
約
し
た
『
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
』（
一
宮

町
／
一
宮
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
、
波
賀
町
／
波
賀

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
、
千
種
町
／
千
種
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
）
を
、
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
直

前
の
令
和
３
年
か
ら
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
ま
で

の
間
に
相
次
い
で
開
館
し
ま
し
た
。
近
未
来
に
向

け
た
各
町
の
地
域
振
興
の
基
盤
（
拠
点
）
の
構
築

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
整
っ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
福
元
市
長
）

　
「
木
育
」
は
周
知
の
通
り
、
宍
粟
市
が
発
足
す
る

直
前
の
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
か
ら
17
年
に
か

け
、
北
海
道
か
ら
始
ま
っ
た「
木
と
ふ
れ
あ
い
、
木

に
学
び
、
木
と
生
き
る
」
こ
と
を
骨
子
と
す
る
次

世
代
教
育
の
取
り
組
み
が
嚆こ
う
し矢

と
さ
れ
る
。
市
域

の
約
９
割
を
森
林
が
占
め
て
い
る
宍
粟
市
に
は
、

ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み
だ
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
郷
土
の
木
や
森
（
自
然
環
境
）

を
身
近
に
感
じ
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
故
郷
の
自

然
環
境
と
の
関
わ
り
を
常
に
意

識
す
る
社
会
環
境
を
構
築
し
、

地
域
愛
を
醸
成
し
て
い
く
「
木

育
」。
そ
れ
は
平
成
17
年
成
立
の

「
食
育
基
本
法
」
が
「
生
き
る
上

で
の
基
本
で
あ
り
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き

も
の
」
と
定
義
し
た
「
食
育
」
の

理
念
と
も
通
底
す
る
。
つ
ま
り
、

木
育
は
「
知
育
・
徳
育
・
体
育
・

食
育
」
と
共
に
重
要
な
、「
手
触

り
感
」に
満
ち
た
次
世
代
育
成
の

取
り
組
み
と
も
い
え
る
。

　
「
木
育
に
関
す
る
本
格
的
な
取
り
組
み
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
宍
粟
市
で
は
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
９
月
に
、『
宍
粟
市
木
育
推
進
方

針
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
向
け
た
森
林
を
活
用
し
た

ま
ち
の
創
造
～
』
を
策
定
し
、
基
本
的
な
取
り
組

み
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
木
育
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
軸
に
市
民
の
地
域
愛
を
醸
成
す
る

と
同
時
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
や
脱
炭
素

社
会
構
築
に
も
寄
与
す
る
、
森
林
の
ま
ち
・
宍
粟

市
ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
す
る
旨
の
宣
言

を
、
市
の
内
外
に
向
け
発
信
し
ま
し
た
。

　

そ
の
手
始
め
の
事
業
と
し
て
、
例
え
ば
、
一
宮

町
・
波
賀
町
・
千
種
町
の
旧
町
役
場
跡
に
整
備
し

た
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、
建
物
自
体
か
ら
市

民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
椅
子
や
ベ
ン
チ
な
ど
に

至
る
ま
で
、
地
元
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

各市民協働センターの近くには遊具が充実した公園が整備さ
れ、安全な遊び場として、3世代でゆっくり過ごすことができる

各市民協働センターには図書室が配置され、地域住民の憩いの
場になっている（一宮市民協働センター）

大正・昭和にかけて木材輸送を半世紀以上担った波賀森林鉄道。現在は観光用列車とし
て復活し、歴史の記憶を乗せて定期運航中（推薦産業遺産）
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さ
ら
に
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に
供
用
開
始

し
た
一
宮
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
木
育
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
体
現
す
る
乳
幼
児
向
け
の
施

設
と
し
て
『
も
く
も
く
広
場
』
を
設
置
し
ま
し
た
」

（
福
元
市
長
）

　

一
宮
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
内
の
「
も
く
も
く
広

場
」
は
地
元
産
材
を
中
心
と
す
る
木
製
玩
具
が
た

く
さ
ん
備
え
ら
れ
た
遊
戯
室
だ
。
小
学
２
年
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
同
伴
で
自
由
に
遊
べ

る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
も
く
も
く
広
場
」
よ
り
規
模
は
小
さ
め
だ
が
、

波
賀
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
内
の
「
木
っ
ず
ル
ー
ム
」

に
も
同
様
に
、
木
製
玩
具
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
、

親
子
連
れ
の
利
用
者
で
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち 

発
酵
食
品
の
ふ
る
さ
と
発
信

　
「
こ
れ
も
木
育
に
つ
な
が
る
環
境
教
育
の
一
環
で

す
が
、
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
、
令
和
６
年

度
か
ら
市
立
小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
使
用
す
る

学
習
机
を
、
順
次
、
地
元
産
材
の
杉
板
に
換
え
る

取
り
組
み
も
開
始
し
て
い
ま
す
」

　

福
元
市
長
は
そ
う
言
い
な
が
ら
、
応
接
室
に
飾

ら
れ
て
い
た
机
の
天
板
を
指
し
示
し
た
。
そ
れ
は

宍
粟
市
産
の
杉
板
を
机
の
天
板
用
に
加
工
し
た
も

の
。
明
る
い
ク
リ
ー
ム
色
に
淡
い
オ
レ
ン
ジ
の
木

目
が
入
っ
た
天
板
で
、
児
童
は
小
学
１
年
生
か
ら

６
年
間
、
同
じ
机
を
使
い
続
け
る
と
い
う
。

　
「
地
元
産
材
を
使
っ
た
机
の
費
用
は
、
従
来
品
よ

り
割
高
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
産
材
の
ぬ

く
も
り
を
日
常
的
に
感
じ
な
が
ら
学
び
、
地
域
へ

の
愛
着
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
地
元
産
材
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
が

口
コ
ミ
で
広
げ
て
く
れ
る
効
果
や
、
大
都
市
圏
に

進
学
、
就
職
の
場
を
求
め
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い

つ
か
小
学
校
の
机
の
ぬ
く
も
り
を
思
い
出
し
、
故

郷
に
帰
っ
て
く
れ
る
呼
び
水
に
な
る
こ
と
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
」（
福
元
市
長
）

　

市
域
の
約
９
割
を
森
林
が
占
め
る
宍
粟
市
に

と
っ
て
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
森
林
環
境
譲
与
税
制
度
に
よ
り
配
分
さ
れ
る
財

源
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い
。
林
業
振
興
に
ま
つ

わ
る
森
林
経
営
管
理
推
進
事
業
の
ほ
か
、
林
業
の

担
い
手
育
成
事
業
、
環
境
景
観
保
全
事
業
な
ど
に

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
世
代
育
成
に
直
結
す

る
環
境
教
育
推
進
事
業
（
宍
粟
産
材
を
使
っ
た
生
ご

み
処
理
機
・
キ
エ
ー
ロ
の
普
及
事
業
な
ど
）
や
、
前

出
の
「
も
く
も
く
広
場
」、
小
学
校
の
学
習
机
に
地
元

産
材
を
活
用
す
る
利
用
促
進
事
業
の
ほ
か
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
推
進
に
よ
る
再
エ
ネ
の
利
用
促
進
な

ど
、
森
林
資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
た
各
種
の
事
業
だ
。

　

そ
し
て
前
出「
日
本
酒
発
祥
の
地
」「
発
酵
の
ふ
る

さ
と
」
の
発
信
事
業
は
、「
森
林
の
ま
ち
・
宍
粟
市
」

の
発
信
事
業
と
並
ん
で
、
宍
粟
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
代
表
す
る

地元産材の杉板を加工した学習机の天板。目に優しい木目とぬく
もりのある手触りが子どもたちに大好評だ

地元産材で作られた遊具の持つぬくもりが、子どもたちの心を捉えて離さない（もくもく広場）
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（兵庫県）

有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

　

神
秘
的
な
ま
で
に
奥
深
い
森
林
環
境
、
そ
の
森
林

資
源
の
活
用
が
育
ん
だ
副
産
物
と
も
い
う
べ
き
発
酵

文
化
の
発
信
は
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
、

ひ
い
て
は
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
結
び
付
く
有
力

な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
既
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
か
つ

多
面
体
的
な
実
績
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。

　
「
私
が
市
長
に
就
任
し
た
翌
年
の
平
成
26

（
２
０
１
４
）年
、
宍
粟
市
は『
日
本
酒
発
祥
の
地
宍

粟
市
日
本
酒
文
化
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
』

（
日
本
酒
で
乾
杯
条
例
）を
制
定
し
ま
し
た
。

　

宍
粟
市
に
お
け
る
『
日
本
酒
で
乾
杯
条
例
』
は
単

な
る
話
題
づ
く
り
で
な
く
、
森
林
と
共
に
生
き
る

宍
粟
市
の
歴
史
と
伝
統
・
文
化
の
総
合
的
な
継
承
、

地
域
の
振
興
と
発
展
を
オ
ー
ル
体
制
で
目
指
す
た

め
の
願
い
を
込
め
た
基
本
的
な
姿
勢
を
、
一
つ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
と
い

え
ま
す
。
実
際
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
宍
粟
市

で
は
産
官
民
の
協
働
に
よ
る
、
地
域
振
興
の
多
彩

な
取
り
組
み
が
次
々
に
生
ま
れ
、
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
」（
福
元
市
長
）

　

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
地
元
の
酒
造
会
社
と
の
連

携
で
実
現
し
た
、
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
昭
和
52

（
１
９
７
７
）
年
に
製
造
中
止
と
な
っ
た
「
ま
ぼ
ろ
し

の
酒
・
三さ
ん
し
ょ
う笑」の

復
活
事
業（
平
成
30
／
２
０
１
８
年
）

が
あ
る
。
ま
た
、
宍
粟
市
商
工
会
青
年
部
が
「
子
ど

も
た
ち
に
世
界
一
の
誇
り
を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
の

趣
旨
で
行
い
、
達
成
し
た
「
世
界
最
多
人
数

（
１
３
０
０
人
）
に
よ
る
腕
組
み
乾
杯
ギ
ネ
ス
記
録
」

の
取
り
組
み（
令
和
元
年
）。「
第
17
回
全
国
学
校
給
食

甲
子
園
」
で
優
勝
し
た
山
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

「
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
も
有
効
な
発
酵
食
メ
ニ
ュ
ー
」

（
令
和
４
年
）な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
も
な
い
。

　

中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
「
学
校
給
食
日
本
一
」

の
取
り
組
み
だ
。
宍
粟
市
の
学
校
給
食
は
そ
れ
以

前
に
も
、
福
元
市
長
の
就
任
初
年
度
（
平
成
25
年
）

に
、「
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構
」
が
主
催

す
る
「
地
産
地
消
推
進
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
「
食

材
の
地
産
地
消
度
７
割
超
え
」
が
評
価
さ
れ
、
農

林
水
産
大
臣
賞
（
地
域
振
興
部
門
）
を
受
賞
し
て
い

る
。
評
価
の
高
さ
は
伝
統
的
と
も
い
え
る
が
、
加

え
て
、
児
童
の
健
康
維
持
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

に
も
効
果
の
あ
る
発
酵
食
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

で
、
日
本
一
の
栄
冠
を
つ
か
む
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
宍
粟
市
で
は
現
在
、
令
和
10（
２
０
２
８
）

年
３
月
の
開
院
を
目
指
し
、
北
部
地
域
の
基
幹
病

院
に
ふ
さ
わ
し
い
設
備
と
診
療
体
制
を
備
え
た
、

市
民
待
望
の
『
市
立
病
院
・
新
病
院
（
仮
称
）』
の
整

備
計
画
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
新
病
院
の
建
設

は
、
市
民
に
安
心
で
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
い

く
た
め
の
基
盤
と
し
て
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
、

今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ
る
。

　

同
時
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
地
域
愛

を
醸
成
し
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
発
信
す
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
近
未
来
に
つ
な
げ
る
多
彩
な
各
種
取
り

組
み
の
効
果
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、「
住
み
続
け
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
と
し
て
の
宍
粟
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」（
福
元
市
長
）
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
形
で
成
就
し
て
い
く
の
か
。
興
味
は
尽
き
な
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
８
年
２
月
20
日
）

「学校給食甲子園」で優勝した際の献立。豊かな地場産物を組み合わせ、発酵の
ふるさとらしく醤油麹や甘酒などの発酵食品で味付けされている

「しそう酒蔵通り（景観形成重点区域）」には二つの酒蔵や重厚な商屋建築が連な
り、発酵商品や発酵ランチが堪能できる
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